
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和２年８月 
関 係 各 位 

全 国 中 学 校 理 科 教 育 研 究 会 
会    長 山 口 晃 弘 

第 68回全国中学校理科教育研究会広島大会 
運営委員長 橋 本 裕 治 

第６８回全国中学校理科教育研究会 
第５７回中国四国中学校理科教育研究会 

第６５回広島県中学校理科教育研究大会 

【研究主題】 理科の見方・考え方を働かせて資質・能力を育み、 

豊かな未来を切り拓く理科教育 

【大会主題】 主体的･対話的で深い学びの実現を通して、 

科学的に探究するために必要な資質･能力を育む理科教育 

【開催期日】 令和３年７月２８日（水）～３０日（金） 

【開催会場】 ＡＮＡクラウンプラザホテル広島・広島国際会議場（平和記念公園内） 

主 催 
 全国中学校理科教育研究会 
 中国四国中学校理科教育研究会 
 広島県中学校教育研究会理科部会 
後 援（申請中を含む） 
 文部科学省 
 国立研究開発法人科学技術振興機構   
全日本中学校長会 
全国小学校理科研究協議会 
日本理化学協会  日本生物教育会 
日本地学教育学会 
広島県教育委員会 広島市教育委員会  
広島県公立中学校長会  
広島市立中学校長会 
広島市小学校理科研究会  

協 賛（予定） 
（公社）日本理科教育振興協会 
（公財）東レ科学振興会 
（公財）ソニー教育財団 
（公財）日本教育公務員弘済会広島支部   

一次案内 

広島大会 

「写真提供：広島県」 
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情報化やグローバル化等の社会的変化が、加速度的に進展し、将来の予測が困難な時代にあって、

未来を担う子供たちが、自信を持って自分の人生を切り拓き、他者と協働してよりよい社会を創り

出す力を確実に育んでいくことが期待されている。 

こうした中、平成 29 年 3 月に告示された学習指導要領では、子供たちが未来社会を切り拓くた

めの資質・能力を一層確実に育成することを目指し、「主体的･対話的で深い学び」の視点から学習

の質を高める授業改善を推進することを求めている。 

理科においては、自然の事物･現象を科学的に探究するために必要な資質･能力を育成するため、

生徒が主体的に、「課題の把握（発見）」、「課題の探究（追究）」、「課題の解決」という探究の過程を

通じた学習活動を行い、それぞれの過程において、資質・能力が育成されるよう指導の改善・充実

を図ることを目指している。 

平成 30 年度に実施された全国学力･学習状況調査の結果では、「習得した知識・技能を活用して、

観察・実験の結果を分析して解釈すること」には改善がみられるものの、「実験や条件制御などにお

いて、自分や他者の考えを検討して改善すること」や「自然の事物･現象に含まれる要因を抽出して

整理し、条件を制御して実験を計画すること」に課題があることが指摘されている。また、生徒質

問紙「理科の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思うか」の肯定的評価の

割合が依然として低く、理科を学ぶことの意義や有用性の実感に課題があることなども指摘されて

いる。 

これらのことを踏まえ、本大会では、大会主題を「主体的･対話的で深い学びの実現を通して、科

学的に探究するために必要な資質･能力を育む理科教育」と設定した。 

「主体的な学び」とは、子供たちが見通しをもって学習に取り組み、自らの学習活動を振り返っ

て次につなげる学びと捉える。子供たちが、自然の事物・現象から問題を見いだし、見通しをもっ

て課題や仮説の設定をしたり、観察・実験の計画を立案したりする学習や、観察・実験の結果を分

析し解釈して仮説の妥当性を検討したり、全体を振り返って改善策を考えたりする学習、得られた

知識及び技能を基に、次の課題を発見したり、新たな視点で自然の事物・現象を把握したりする学

習の充実を図る必要がある。 

「対話的な学び」とは、他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの考えを広げ深める学

びと捉える。課題の設定や検証計画の立案、観察・実験の結果の処理、考察する場面などで、自分

の考えと他者の考えを比較しながら意見交換したり、科学的な根拠に基づいて議論したりして、自

分の考えをより妥当なものに修正する学習の充実を図る必要がある。 

「深い学び」とは、習得・活用・探究という学びの過程の中で、「理科の見方・考え方」を働かせ

ながら、知識を相互に関連付けてより深く理解したり、科学的な概念を形成したり、新たな問題を

見いだして解決策を発想したりする学びと捉える。理科で育成を目指す資質・能力を獲得できてい

るか、知識がつながって、より科学的な概念を形成することに向かっているか、新たに獲得した資

質・能力に基づいた「理科の見方・考え方」を、次の学習や日常生活などにおける問題の発見や解

決の場面で働かせているかなどの視点から、授業改善を図る必要がある。 

こうした「主体的・対話的で深い学び」の実現を通して、子供たちが、自然の事物・現象につい

ての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察・実験などに関する基本的な技能を身に付け、

科学的に探究する力を養い、自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究する態度を養うこと

ができると考える。 

今大会では、本大会主題を基に、教育課程、学習･評価、観察・実験、環境教育の４分科会の研究

発表、討議を通して、全国各地の研究内容を深め、これからの理科教育を模索したい。 

 

研究主題 

大会主題 

大会主題設定にあたって 



令和３年７月２８日（水）～３０日（金） 

ＡＮＡクラウンプラザホテル広島・広島国際会議場（平和記念公園内） 

 

１日目 ７月２８日（水）【会場：ＡＮＡクラウンプラザホテル広島】 
13:30   14:00      15:20 15:30        16:50   17:20         18:10 18:30          20:30 

受付 役員会  理事会 写真 ブロック会  レセプション 

２日目 ７月２９日（木）【会場：広島国際会議場】 
9:00    9:30      10:30                12:00     13:30                          17:00 

受付 開会式 文部科学省講演 昼食 分科会 

３日目 ７月３０日（金）【会場：広島国際会議場】 
8:30   9:00    9:30               11:00      12:00                

受付 全体会 記念講演 閉会式 エクスカーション（教育視察） 

 

 

分科会名 分科会主題と視点 

第１分科会 

 

教育課程 

科学的に探究するために必要な資質・能力を育む教育課程 
① ３年間を通じて計画的に資質・能力を育成する教育課程 

② 日常生活や社会、他教科との関連を図った教育課程 

発表担当ブロック 北海道 東北 東京 近畿 中四国 九州 

第２分科会 

 

学習・評価 

主体的・対話的で深い学びを実現する学習指導と学習評価 
① 単元を見通して育む資質･能力を育成する学習指導と学習評価 

② 自己の学びの深まりを自覚させる学習指導と学習評価 

発表担当ブロック 北海道 東北 中部 近畿 中四国 私立･国立 

第３分科会 

 

観察・実験 

理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって科学的に探究する

観察・実験 
① 自然の事物･現象の中に問題を見いだし、見通しをもって行う観察・実験 

② 科学的な根拠を踏まえ、論理的な思考に基づいて分析・解釈する観察・

実験 

発表担当ブロック 北海道 関東甲信越 東京 中部 中四国 九州 

第４分科会 

 

環境教育 

自然と調和しながら持続可能な社会をつくっていくために必要な

力を育む環境教育 
① 自然の事物・現象に進んで関り、科学的に探究しようとする態度を養

う環境教育 

② 科学的な根拠に基づいて賢明な意思決定ができる態度を育む環境

教育 

発表担当ブロック 関東甲信越 東京 中部 近畿 中四国 私立･国立 

 

文部科学省講演  「 演 題 未 定 」 

講師  文部科学省 

学 術 講 演  「 マツダのものづくり・開発革新への挑戦 」 

講師  （株）マツダ ○○ ○○（未定） 

 

日  程 

開催期日・会場 

分 科 会 

講  演 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ＡＮＡクラウンプラザホテル広島／広島県広島市中区中町７番 20号 ＴＥＬ：０８２-２４１-１１１１ 

■広島国際会議場／広島県広島市中区中島町１番５号（平和記念公園内） ＴＥＬ：０８２-２４２-７７７７ 

 

大会参加費 5,000円 （別途取扱手数料300円がかかります） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第68回全国中学校理科教育研究会広島大会運営委員会 
運営委員長  橋本 裕治 （広島市立五日市中学校 校長） 

広島市佐伯区五日市中央六丁目４－１ 
TEL: 082-921-0148  FAX: 082-921-0947 
Email: d007@e.city.hiroshima.jp 
 

事 務 局 長  神田 慎太郎（広島市立早稲田中学校 教諭） 
広島市東区牛田早稲田四丁目１５－１ 
TEL: 082-223-2933  FAX: 082-223-6449 
Email: kanda82@e.city.hiroshima.jp 

アクセス・大会会場周辺図 

大会申込 

連絡・問い合わせ

先 

ANAクラウンプラザホテル広島 

広島空港から 

■リムジンバス(約70分) 

JR 広島駅から 

■路線バス(約 20 分) 

■市内電車(約 25 分) 

■路線バス（約 25 分） 

■市内電車（約 35 分） 

至広島駅 

広島港(宇品港)から 

mailto:d007@e.city.hiroshima.jp

